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高等学校普通教科 「情報」の実践上の問題と

その解決に関する研究

西 端 律 子 足 利 裕 人

【要 旨 】

本論文で は、高等学校普通教科 「情報」について、既 に5年 間の実践 を行 ってい る鳥取県立青谷高等学校の担 当

教員 に調査 を行った。その結果、実習教材や実践例の不足、情報交換 の場の不足、ハー ドウェアや ネッ トワー クな

どの環 境整備 、中学校 との連携 、評価 の観点 に実践上 の問題 を感 じ、解決 を図 ってい ることがわか った。 よって、.

自治体 、地元企業 などと連携 し、設備 更新 を頻繁に行 うことがで きるようにすること、中学校 との合同開催 も含め、

研修 会、講 習な ど教 員同士が情報交換 をす るこ とが で きる場 をよ り多 く設定す ること、授 業内容、教材 、実践例 、

評価方法 などについては、Webペ ージなどで公 開 しやすい システムを開発 することを提 案する。

1.問 題 の背 景

平 成15年 度 よ り高 等学 校 普通 教 科 「情 報 」(以 下 、教 科 「情 報」)が は じまっ た。 「情 報 活用 の 実践 力 」

「情報 の 科学 的 な理解 」 「情報 社 会 に参画 す る態 度」 の3つ の観 点 を具体 的 な 目標 と して掲 げ、 初等 中等 教

育 にお ける情 報教 育 の最終 段 階 と して高度 情 報化 社 会 に対 応 で きる社 会 人 を育 成 す る もの であ る。

学 習指 導要 領 では 「指導 計画 の 作成 と内容 の取扱 い」にお いて 、中学 校 での学 習 の程 度 をふ ま える こ と、

他 教 科 との連 携 を はか る こと、 実習 を重 視 す る こと、学 習環 境 を整備 す る こ と、情 報モ ラル を育成 す る こ

とを指 導 にお け る配慮 事項 と し、教 科 「情 報」 を特 徴 づ けて い る。 ・

さて、 平成10年 の教 育 課程 審議 会答 申が発 表 され て か ら、新教 科 の実 施 に備 え、情 報 担 当の教 員 が育 成

され 、指導 方法 、教材 、評価 方 法 な ど実 践 に向 け た知見 が蓄 積 され つつ あ る。例 え ば、鳥居 ら(2000)は 、

「指導 に必 要 な最 小 限 の」 ソ フ トウェ ア、 ハ ー ドウ土 ア、学 習 環境 を挙 げ る と とも に、校 内施 設 の使 用 と

調整 、校 内予 算編 成 な ど、準 備段 階 の重 要性 につい て指摘 して い る。 また 、延味 ら(2002)ら は、 各学 期

での 配当 時 間 を設 定 し、 ソ フ トウェ ア を利 用 した具体 的 な授業 案 を提 案 して い る。

さ らに、 都道 府 県 の教 育 セ ン ターや教 科 書 の 出版 社 、教 科 「情 報」 担 当 の教 員 、大 学 の研 究者 な どが 、

Web上 で教 科 「情 報」 に関 す る情 報提 供 を行 って い る。例 えば、授 業 案 、実 習指 導資 料 を 閲覧 した り、 実

際 に教 材 を ダ ウ ンロー ドした りで きるペ ー ジだ けで は な く、 メー リ ング リス トや掲 示板 システ ムで 、相 互

の情 報 交換 を行 うペ ージ も提 供 され てい る。

一 方
、情 報 環境 は整 備 される が人 的配慮 はほ とん どない ため 、教 科 「情報 」 の教 員 は慢性 的 過労 を覚悟

しなけれ ば な らない 、 とい う指 摘 もある(大 岩2001)。

この よ うに、平 成15年 度 か ら各地 で実践 が行 われ てい る教 科 「情報 」 で あ るが、初 年 度 が終 わ り、 どの

ような問題 点 があ り、今後 どの よ うに改善 され るべ きであ ろ うか。

本稿 で は、情 報教 育 の流 れ を概 観す る とと もに、先 駆 的事例 と して平成ll年 度 よ り教 科 、「情報 」 の授 業

を行 って い る鳥取 県 立青 谷高 等学 校 を一 つ のモ デル と して取 り上 げる。 担 当教 員 に調査 を行 い 、教 科 「情

報 」 の実践 上 の 問題 とそ の解 決 につ いて まとめ る こ とに よ り、平 成15年 度 よ り行 われ てい る全 国の 実践 の

『つ の指標 と したい
。

2.情 報教育実践の概観

情報 教 育 は、古 くは コ ンピュ ー タ利 用教 育 と言 わ れ、1980年 代 後 半 よ り先 駆 的 に一部 の教 員 や研 究者 に
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よって、 コン ピュ ー タを教室 に持 ち込 んで実践 が行 われ て きた。 自作教 材 を使 った り、乱 数や変 数入力 によ

る シ ミュ レー シ ョ ン機能 を利用 した り しなが ら、新 しい 「教 え方」 「学 び方 」 の可 能性 を追求 して いた。 こ

の コ ンピュ ー タ利 用教 育 は、 各教 科 内容 の理解 に道具 と して 用 い る方 法 で、古 くは映 画 、OHP、 学 校放 送

番 組 に代 表 され る視聴 覚教 育 の流 れ を受 けて いる 。

1990年 代 に新 しい 道 具 と して の コ ン ピュー タが着 目 され 、平 成元 年 の 指導 要 領 改訂 に伴 い、 中 学校 技

術 ・家庭 科 の選択 領域 と して 「情 報 基礎 」 が は じめ て盛 り込 まれ た。 「コ ン ピュ ー タの操 作 等 の実 践的 な

学 習活 動 を通 して、 コ ン ピュー タの社 会 的 な役 割 と、 基 本的 な操 作や ソフ トウェアの 機能 に つい て理解 さ

せ 、情 報 を適 切 に処理 して 日常 生 活や 社 会生 活 にお いて 活用 す る基礎 的 な能 力 を養 う こと」 を主 な 目標 と

して い た。 しか し、当 時 出版 され た教 科 書 の 内容 分 析 か らは 「コ ンピュ ー タにつ い ての理 解 力 重 視」 と

「コ ンピュ ー タ を扱 う技 能 重視 」 に二分 され る こ とが 指摘 され 、一 般教 養 と して の情 報教 育 や 各教 科 で の

積 極 的 な利用 の必 要性 が論 じられた。 当 時 は まだ、情 報教 育 は他 の教 科教 育 と異 な り、伝 統 的 な知識伝 達

だけで は な く、問 題解 決 に必 要 な基 礎 基本 を学 ぶ ことで あ る、 とい う考 え方 も定着 してお らず 、 その基 礎

で あ る現 実社 会 におい て も、 まだ情 報 の持 つ 意味 、情 報技 術 に よる生 活 な どが一般 化 されて お らず 、情 報

社 会が 未成 熟 だ ったか らであ る と推 測 され る。

しか し、2000年 代 に入 り情 報教 育 は一 変す る。 イ ンター ネ ッ ト、携 帯電 話 な どの普 及 に よ り、現 実社 会

にお いて情 報 が我 々 の生 活 に大 き く影 響 を与 え だ したか らで あ る。そ れ は平成12年11月 の 「高 度情 報通 信

ネ ッ トワー ク社会 形成 基 本法」(「IT基 本法」 の成 立 に も見受 け られ る。 こ こでは 「全 ての 国民 が、 高度 情

報 通信 ネ ッ トワ ー クを容易 か つ主 体的 に利 用 で きる機 会 を有 し、 その 利用 の機 会 を通 じて個 々の能 力 を創

造 的 かつ最:大限 に発 揮 す る こ とが 可能 とな り、 もっ とITの 恵沢 をあ まね く享受 で きる社 会 を実現 す る こ と

を理念 とす る」 と うた ってい る。 一方 、教 育 に対 す る考 え方 も変 わ って きた 。 自 ら学 び 自 ら考 え る 「生 き

る力」 の 育成 を目標 と した 「総合 的 な学 習の 時 間∫が 設 置 され、 各学 校 が創 意工 夫 を生 か した学習 活動 を

積 極的 に展開 してい る。総 合 的 な学習 の 時間 を利 用す るこ とに よ って、体 験 活動 や問 題解 決 をベ ース に し

たデ ジ タル社 会の リテ ラシー(能 力)を 育成 で きる可'能性 もあ る こ とが 示唆 されて い る。

この よ うな状 況 にお い て、現 実杜 会 での 問題解 決 に即 した形 で、問題発 見 、問 題解 決の ため の計 画立 案 、

実 施 の手 続 き、実 施 、分析 、 評価 、改 善 、発 表 ・報告 な どの 学習 活動 が 実施 で きる よ うに、 各種 の情 報 ・

通 信 手段 、 表現 手段 を利 用可 能 な環 境 を整 備 し、そ の ため の基 礎 的 な能力 を育成 す る こ とが必 要 で ある。

高 等 学校 普 通教 科 「情 報」 で は 、初 等 ・中等教 育 にお け る情 報 教育 の最:終段 階 と して 、「情 報 活用 の 実践

力 」 「情報 の科 学 的 な理解 」 「情 報 社会 に参画 す る態度 」 を育 成す る こ と となる。 具体 的 には 、図1の 位 置

づ け となる。

小学校

中学校

高等学校

情報活用の実践力

総
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で
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技術 ・家庭
「情報 とコン ピュー タ」 ◎
画
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、情 報 ㊤
図1高 等学校普通教科 「情報」の位置づけ
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3.目 的 と方法

31目 的

教 科 「情報 」実 践 上の 問題 とその解 決 策 につ いて整 理 す る。

3.2方 法

調 査対 象 鳥取 県立 青 谷 高等 学 校(以 下 、青 谷 高校)の 情 報担 当教 員2名(以 下 、教 諭A、 教 諭B)を

対 象 とす るD。 教 諭Aは 、教 員歴6年 、情 報 科、 工 業化 学 科、 理 科担 当 であ る。 教諭Bは 、教員 歴2年 、情

報 科及 び数学 科担 当 であ る。

青谷 高校 は平成11年 度 よ り 「学 校 の情報 化」 を特色 と した総合 学科 に改編 され、70台 の コ ンピュ ー タ と

2台 のテ レビ会議 システ ム を備 えた 「コ ミュニ ケー シ ョンル ー ム(図2)」 が設置 された 。 また 、「情 報教

育 を教 育 活動 のあ らゆる場 面 に導 入 し、学 校 を挙 け て取 り組 む」 こと を確 認 し、 情報教 育 の パ イロ ノ トス

クー ル と して 、ネ ノトワ ー クを活用 した教育 のi青報 化 を進 めて い る。

全 国 に先 駆け て 、平成11年 度 よ り普 通教 科 「i青報 」 を実 施 してい る。 平成II年 度 か ら13年 度 の 問 に、

情 報A,B,Cす べ ての 科 目 を行 い 、平 成14年 度 、15年 度 は新 教 育課 程 に お ける 「1青報C」 の 見本 本教 科 書 を

用 いた実 践 を行 っ た。

また 、授 業 の 半 分 を 実習 と し(図3)、 地 域 の郷 土 館 や 商 工 会 のWebペ ー シ の作 成 や 、外 部 の 専 門 家

(元劇 団員 〉 を招 い て プ レセ ンテ ー シ ョンの基 礎 と しての発 声 練 習 な ど特 色 あ る授 業が 行 わ れて い る。 ま

た 、数学 、商 業 、物 理 、工 業 な どの教 員 と組 み 、各 々の得意 分野 を生か したテ ィーム ・テ ィー チ ング を行

って い る。

図2鳥 取 県立青谷高等学校 「コミュニケーションルーム」

図3グ ループての実習 の様子
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表1調 査項目

問1 現在教科 「情報」を担当されている先生方が教科 「情報」の免許を取得 され、授業を担

当す るようになったきっかけは何である場合が多いとお考えですか。(学校の指示、自発

的な取得など)

問2 授業を行 う上で工夫 されていることにはどのようなことが挙げられますか。また、その

工夫点を考える上で参考にされたものがあれば、それは何ですか。

問3 教科 「情報」の担当の先生方授業を行 う上で困難に感 じていることにはどのよ うなこと

が挙げられるとお考えですか。

問4 問3で 挙げられた困難な点を克服するために活用 しているものにはどのようなものがあ

るとお考えですか。(指 導書、CD-ROM、Webサ イ トなど)

問5 問4で 挙げられたものの中で最 も役に立つ、または頼 りになるものは何であるとお考え

ですか。

問6 教科 「情報」担当の先生方が持っ負担にはどのようなものがあるとお考えですか。

問7 問6で 挙げ られた負担を軽減するために利用 しているもの、行 っている対策があれば、

それにはどのようなものがありますか。

問8 教科 「情報担当の先生方が情報交換できる場にはどのようなものがあ りますか。また、

そこで提供 した り得 られた りず る情報にはどのようなものがあるとお考えですか。

問9 今後、大学の教職課程を経て教科 「情報ゴを担当す る先生が学校に入ってきますが、そ

れによって現在の授業や学校の状況と変わる点があるとすれば、 どのようなものである

とお考えですか。

以上 、創 意工 夫 の見 られ る5年 間 の実践 の軌 跡 よ り、対 象校 は教 科 「情 報」 の先 駆 的事 例 と して適 切で

あ る と考 える。

調 査 時期 平 成15年ll月10日

調 査方 法 事 前 に表1に 示す 調査 項 目を担 当教員 に提 示 した。 当 日は、 回答 用紙 を もと に、 さ らに口頭

にて90分 程 度 の回 答 を行 った 。教 員 の発 言はICレ コー ダで記録 し、 プ ロ トコル を起 こ し、分

析対 象 と した。

4.結 果

調査 にお ける教 諭 らの発 言 を対 象 に プロ トコ ル分析 を行 い、 以 下の8つ の カテ ゴ リー を得 た。

(A)免 許取 得 、情 報科 担 当の い き'さつ

(B)他 校 での 実践 や教 員 の考 え方

(C)ハ ー ドウ ェア、 ネ ッ トワー クの整 備

(D)研 修 、講習 会

(E)中 学 校 との 連携

(F)テ ィー ム ・テ ィーチ ング

(G)授 業 内容 、 教材 及 び実践 例

(H)評 価



高等学校普通教科 「情報」』の実践上 の問題 とその解決 に関する研究 161

これ らの カ テ ゴ リー の 中で、 実践 上 の問題 や そ の解決 に関す る発 言 をカテ ゴ リー別 に抜粋 す る と以 下の

よ うにな る。 なお 、5年 間 の実践 の中 で工夫 し、解 決 したこ とにつ い て は○ を、現 在 も問題 とな って お り

解 決 を はか って い る ことにつ い ては 、● をつ け る。

(A)免 許 取得 、情 報 科担 当 のい きさつ

○ 「興味 を持 って い る教 員 が 自発 的に免 許 を取得 し、授 業 をお こな うよ うにな った 。」

(B)他 校 で の実践 や教 員 の考 え方

● 「新 科 目が で きた割 に は盛 り上が らない 。いず れ消 え るん じゃない か と思 う人が 多 いの か も しれ ない 。

先生 の や る気 が の らな い。」

(C)ハ ー ドウェ ア、 ネ ッ トワー クの整 備

○ 「生 徒 の デー タをフ ロ ッ ピーで 管理 す るの で は な くサ ーバ で管 理す る よ うに なって 楽 にな った。」

● 「ネ ッ トワー クの設 定 、 アプ リケ ー シ ョンの イ ンス トール が大 変。 一台 一台 や らない とい けな い。」

● 「生 徒1人 一台 のパ ソコ ン環境 が ない と(授 業 が)や りに く・い 。」

(D)研 修 、講習 会

● 「短 期 の研 修 につい て県 が サポ ー トして くれた らい い なあ とは思 う。」

● 「実 践例 の報 告 会み たい な の を県 レベル で やる のは難 しい。」

● 「研 修会 とか は 『情 報』 に 限 った ものは 少 ない です ね。」

● 「他 県 との 関わ りも特 にな い。」

● 「情 報交換 で きる場 はほ とん どない。」

● 「県 の講 習 を受 けた先 生 どう しの メー リ ング リス トが あ る くらい 。一 時期 動 いて いた が活発 で ない 。」

● 「情 報交換 で きる場 があ った らいい か は、 内容 に よる。研 究発 表 とか だ と即 戦 力 にな らな い。具 体 的

に どう使 える のかが わ か りに くい。 こ うい う実践 を した よ、 ってい う ものが あ る といい 。」

(E)中 学校 との連携

● 「ス ター ト時 の学力 差 をうめ る こ とが 難 しい。」

(F)テ ィー ム ・テ ィーチ ング

○ 「SEさ んが週2時 間 の授 業の うち1時 間 だけ 来 て くれる ところ もあ る。」

○ 「1年 に1回 社 会 人講 師 を招 いた り、3年 にな った ら大学 教授 の授 業 が あ ります 。情 報社 会 に関 す る

態 度 につ い て とか をや ります 。」

(G)授 業 内容 、教 材 及 び実践 例

○ 「生 徒 の体験 活 動 を重視 してい る。」

○ 「イ ン ターネ ッ トの仕組 み とか 理解 しに くい もの につい て も、まず は実 際 に使 わせ て か ら解 説 します 。」

○ 「教 科書 に書 い てあ る こ とで も、実際 に作 業 をや らせ る ように して い ます 。」

● 「操 作 中心 で はな くて 、 リテ ラ シーや情 報 科学 に重 点 を置 い た授 業 にな って ほ しい。 実際 に社 会 に出

て か ら活 かせ る よ うな ものに。」

● 「作業 と講 義 の切 り替 えが 非常 に難 しい。」

● 「実習 にな に を しよ うとす るのが いい か考 えるの が一 番大 変。」

○ 「実践 例が 少 な い。」

● 「補助 教材 が少 ない。 生徒 を惹 きつ ける教 材が 。」

● 「ネ タ帳 み たい ものが ほ しい。指 導案 み た いな もの もふ くめて こ うい う こ とをや った ら(生 徒 は)こ

うい う反 応 だ った、 み たい な もの を まとめ た もの。」
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(H)評 価

○ 「生 徒作 品 の評 価 も複数 の教 員 で行 うよ うに してい ます 。偏 りが で きな い よ うに。」

○ 「生 徒 同士 の評 価 を させ るよ うに してい る。」

● 「プ レゼ ンや作 品 の評価 の観 点 が難 しい。」

● 「他(の 教科)に 比べ て 定期 考査 の作 問 は(参 考 にで きる)例 が少 ない。」

これ らの 回答 を ま とめ る と、 実践 上の 問題 や そ の解決 につい て、 担 当の教 員 らは以下 の よ うに考 えて い

る こ とが わか る。

・授 業内容 や 評価 の 観点 につ い ては 、実践 を重 ね工夫 を して い る もの の、 さら なる課題 が あ る。

・実 際 に使 え る実習教 材 や参 考 にで きる実 践例 が 不足 してい る。

・教 員 同士 の情 報交 換の場 が 不足 してい る。

・ハ ー ドウェ アや ネ ッ トワー クな どの環境 につ いて は、 設備 更新 で あ る程 度 問題 を解 決 で きるが 、 さ

らに使 いや す い システ ムが必 要 で ある。

・中学校 との連携 が必 要 であ る。

・テ ィーム ・テ ィーチ ン グ、SE、 外 部人材 な ど工 夫 して授 業 に取 り入れ る よ うにな った。

5.ま とめと今後の課題

本論 文 で は、高 等 学校 普通 教科 「情 報」 につい て 、す で に5年 の実 践 を重 ねた モ デル校 の担 当教 員 に調

査 を行 い、実 践上 の 問題 とその解 決 を洗 い 出 した。 その 結果 、実 習教 材 、実践 例 の不 足 、情報 交換 の場 の

不 足 、ハ ー ドウェア や ネ ッ トワ ー クな どの 環境 整備 、中学校 との連携 、評 価 の観 点 に実践 上 の問題 を感 じ、

解 決 を図 ろう と して い るこ とが わか った 。

前 述 した とお り、教 科 「情 報 」 に関 す るWebペ ー ジが 開設 され 、情 報公 開 され て いる に も関わ らず 、実

際 に担 当す る教員 は 「実 践例 が少 ない」 と考 えてい る。 今後 、本 当 に教 員が 必要 で あ る と思 っ てい る情報

や実 践例 を提 供 で きて い るの か どうか を検 証 す る必 要が あ るであ ろ う。

また 、竹 中(2004)は 、平 成13年 度 、平成14年 度 に比 較 し、平成15年 度 に新 し く公 開 された教 科 「情 報」

の授 業 を支援 す るWebペ ー ジが 少 な くな って きて い る と指摘 す る。本 来 な ら実践例 が 増 え るの に伴 い、公

開 され るWebペ ー ジ も増 える はず だが 実際 は頭 打 ちにな って い る状 況 につい て もさ らに分 析 す る必 要が あ

る。 実 際 に授 業 実践 を しなが ら、 さらにWebペ ー ジ な どに ま とめ た り、 その 情報 を更 新 した りす る手 間 が

さらな る教員 の負 担 を生 み、敬 遠 されて い る可能性 が あ るか らで あ る。

最 後 に これ らの問 題 を解決 す るた め、

(1)自 治 体 、地元 企 業、 地元 大学 な どと連 携 し、 設備 更新 を頻 繁 に行 うこ とが で きる よ うにす る こ と

(2>研 修 会、 講 習 な ど教 員 同士 が 情報 交 換 をす る こ とが で きる場 を よ り多 く設 定 す る こ と。 近 隣 の 中

学 校 との合 同 も考 えられ る。

(3)授 業 内容 、教 材 、実 践例 、評 価方 法 な どにつ い ては 、絶対 的 に情 報が 不足 してい るた め、Webペ ー

ジ な どで 公 開 しやす い システ ム を開発 す る こと

な どの支援 策 を提 案す る。

今 後 は、 さらに多 くの、先 駆 的 に実践 を行 ってい る高 等学 校 を対 象 に調査 を行 い 、教科 「情 報」 の実践

上 の問題 とその解 決 策 を明 らか に し、類 型化 す る必 要 が あ る。

本研 究 にあた り、貴 重 な時 間 を割 い て イ ンタ ビュー に応 じて くだ さった鳥 取県 立青 谷高 等学 校 の先生 方 、

研 究 の機 会 を与 え て くだ さった電 気 通信 大学 の 岡本 敏雄 先生 、 鳥取 大学 の 山岸正 明先 生 、調査 実施 とデ ー

タ整 理 に協力 した竹 中喜 一氏 に記 して謝 する。 ・
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<注>

1)第 二著者 の足利 は、調査当時、鳥取県立教育セ ンターに所属 してお り、平成16年4月 よ り鳥取県立青谷高等学

校 に着任 したため、調査対象ではない。
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AStudyofPractiealProblemsintheTe劉cllingofaHigh

SchoolCommonSubject四lnfbrmationTe¢h取010gy鱒

紐ndTheirSolution

NISHIBATARitsuko ASHIKAGAHiroto

Inthispaper,weexaminevariouspracticalproblems.associatedwiththeteachingofahighschool

・・mm・n・ 呵ecピ ロ1蜘燃1・ ・Tech・ ・1・gジb・・ed…h…w・y・ ・f・eachi・g… 鍔・f蜘dP・e角 ・加盟IAO図 冷High

Schoolwhichhasalreadytaughtthesu切ectfbrfiveyears.

Asaresult,the.f6Howingfiveproblemsonpracticearerevealed。

(1)shortageofteachingmaterialsandexamplesofpractice

(2)豆ackofcommunityamongteachers

(3)maintenanceofthehafdwareandnetwork,othermachlnery,etc.

(4)collaborationwithajuniorhighschoo1

(5)viewpointsof.evaluation

Weproposethe食)liowingthreepoints.

G)Closercooperationwithlocalgovemlentand1㏄alcompany,more丘equentゆdatingof

equlpment・

(2)Mgrecollaborationwithteadhingstaff,includingthoseinjunior.highschooltoshareideasabout

practices,teachingmateria豆s,andsoon.

(3)Developmenεofaneffbctlvesysεemεoshareco猷enεs,practices,teachingmaterials,andthe

evaluationmethod.

t


